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石巻の人口と世帯数 　平成１８年８月１日現在 
（　）内は昨年同月比 

81,873人　（－740人） 

 169,255人（－1,518人） 

87,418人   （－742人） 

59,475世帯（＋450世帯） 

表　紙　か　ら
8月１日から2日間、石巻川開き祭りが行われま

した。水上行事ではメーンイベントの孫兵衛船競
漕・ミニ孫兵衛船競漕が住吉公園前の旧北上川を会
場に行われ、波しぶきを上げながら白熱したレース
で祭りを盛り上げていました。8年ぶりの１日、2
日で、平日開催日となりましたが、皆さんの熱い思
いを感じることができました。（シュウ）

編　集　後　記
長い夏休みが終わり、学生の皆さん、また、お子さんの元気

に振り回されてきたご家族の方、いかがお過ごしでしょうか。
市の夏祭りの最後となる桃生地区の「ものうふれあい祭」が、
9月9日に桃生植立山公園で行われます。私も、カメラ片手に
会場内を駆け回っていますので、お気軽に声をかけてください。
「市報の編集後記見ました」と言ってくださった方は、もれな
くパチリ！市報に登場できるかも…。○武

８日f 北境・東福田（東福田農事集会所）
１２日c 針岡・間垣・釜谷（釜谷交流会館）
２２日f 辻堂・三輪田（河北親林交流館）
２６日c 長面・尾の崎（長面老人憩の家）
以上の地区に伺います。参加申し込み・問い合わせについ

ては、地区の保健推進員または、河北子育て支援センターま
でお願いします。

河南子育て支援センターパプラ（1・ＦＡＸ７２‐４６７０）
★わいわいサロン
（２名の指導員と親子で遊びましょう。申し込みは不要です。）
農村環境改善センター２階（パプラ）午前９時３０分～１１時３０分
¡０・１歳親子
５日c タオルであそぼう！
１２日c 絵本の読み聞かせ
１９日c とばしてあそぼう！
２６日c サロントーキング

¡２歳以上親子
７日e タオルであそぼう！
１４日e おばあちゃんの読み聞かせ
２１日e とばしてあそぼう！
２８日e サロントーキング
親子の上靴・飲み物・着替えなどをお持ちください。
★でんわ相談・来所相談・・・ひとりで悩まないで！（月～金）
★サークル活動支援（月・水・金曜日）
★スクエア　いもほり会のご案内（さつまいも畑オーナー対象）
と　き １０月１日a 午前１０時３０分～１１時３０分　
ところ 旭山農業体験実習館（農園）
家族全員で収穫の喜びを味わいましょうね！
持ち物 軍手・スコップ・いも入れ袋　　お弁当は自由です。
※駐車場は、上の畑近くの空き地をご利用ください。
※雨天時は、後日、各家庭で都合の良い日に収穫してください。
※看板は、来年も使用しますのでそのままにしておいてください。
お知らせ…各スクエア行事の集合写真がパプラにあります。

参加されて、まだもらっていない方はご連絡くだ
さい。

桃生地区子育て支援事業（桃生保健センター1７６‐３３６０）
★遊びの広場
ところ 桃生保健センター

１３日d・２０日d・２７日d

ところ 桃生文化交流会館（1７６‐３４１８）
２日g・９日g・１６日g・３０日g

※いずれも午前９時３０分から
★親と子の遊びの広場出前事業
ところ 樫崎分館　とき ２８日e 午前９時３０分～
★子育て電話相談 １日f 1７６‐３３６０
対象者 どなたでもご相談できます。
相談内容 子育てに関すること

北上地区ひまわり子育て支援
★ひまわりキッズ 午前１０時～１１時３０分
ところ 北上保健センター（1６７‐２３０１）

６日d・１３日d・２０日d・２７日d

なかよし保育園子育て支援センター
（1９６‐４５５１・ＦＡＸ２２‐９８８１）

★親子教室
¡１歳６カ月～２歳５カ月　５日c・１２日c

¡２歳６カ月以上　　　　 ２６日c

★すくすく赤ちゃん
¡ネンネ・寝返りグループ　７日e・１４日e

¡ハイハイ・ヨチヨチグループ ２１日e

★ツインズ・デー ２２日f

★マタニティおしゃべり広場 ４日b

いずれも午前１０時～１１時３０分　費用無料、申し込み不要
★料理教室 ２８日e 離乳食後期　定員５人
午前１０時～１１時３０分　費用無料、要予約

市子育て支援センター
（はまなす保育所内　1・ＦＡＸ２４‐１２６０）

★あそびの広場
年齢別グループで、ふれあい遊び・工作などを行います。
指導員と一緒に親子で楽しく遊びませんか。

¡０歳～１歳半　８日f・２２日f

¡１歳半～２歳　１日f・１５日f・２９日f

¡２歳～２歳半　６日d・２０日d

¡２歳半～３歳 １３日d・２７日d

¡３歳～３歳半　５日c・１９日c

¡３歳半以上　 １２日c・２６日c

いずれも午前１０時～１１時　費用無料、申し込み不要
（受付時間は午前９時３０分～９時５０分）
★十周年記念子育て講演会「子どもの発達とメディア」
講師 田澤 雄作氏　とき ９月３０日g午前１０時～１１時３０分
ところ はまなす保育所ホール
※詳しくは支援センターまでお問い合わせください。

中央児童館（1・ＦＡＸ２３‐７４０６）
★作って遊ぼう
いろいろな廃品を利用して楽しいもの（手品カードなど）を

作って遊びます。
９日g 午前１０時３０分～１１時３０分
対象 小学３年生～６年生
費用無料、申し込みは電話にて（定員３０人）［先着］

河北子育て支援センター
（飯野川保育所内1６１‐１６０１・ＦＡＸ６２‐２３５９）

★あそびのひろば
センターに来て親子で楽しく遊んだりお母さん同士で子育

てについて話し合ったりしてみませんか
７日e すこやか親子クッキング（要参加申し込み）
１３日d 運動会ごっこをしよう
１４日e 運動会ごっこをしよう
２０日d 栄養指導（栄養士による講話）
月・水・木曜日に楽しい水遊びを実施しています。遊びに来
てね！！（利用時間は、午前１０時～１１時３０分）
★子育てひろば　地域に出向いています
＜今月の予定＞「秋の自然に親しもう」
１日f 飯野川地区（子育て支援センター）
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文
の
結
び
の
言
葉
に
は
、
そ
の
地
方
の
言
葉
遣
い
の
特
徴
が

色
濃
く
現
れ
ま
す
。
石
巻
地
方
で
は
、
特
に
語
調
を
強
め
る
文

末
表
現
が
大
変
多
種
多
様
で
豊
か
で
す
。

今
回
は
、
念
を
押
す
意
味
や
強
意
強
調
の
意
味
の
、
文
末
の

言
葉
（
主
に
助
詞
）
に
つ
い
て
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

①
〜
ヤ
＝
念
を
押
す
意
味
の
終
助
詞
ヤ
が
語
源

「
早
ぐ
行
げ
ヤ（
行
き
さ
い
よ
）。」
と
、
強
意
で
、「
嫌や

ん

だ
ぐ
な

っ
た
ヤ
。」
と
、
詠
嘆
の
用
法
で
用
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
②
か
ら

⑩
ま
で
の
、
全
て
の
言
葉
と
一
緒
に
使
わ
れ
ま
す
。

②
〜
ド
・
ト
＝
念
を
押
す
意
味
の
終
助
詞
ゾ
の
音
転

「
俺オ

ラ

、
し
し
ゃ
ね
ド（
知
ら
な
い
よ
）。」「
見
だ
ド
。」「
早
ぐ
終

わ
ッ
ト
。」
と
使
い
ま
す
。
①
の
ヤ
と
と
も
に
用
い
て
、「
あ
の

人
は
、
行
が
ね
ド
ヤ
。」「
一
緒
に
見
ッ
ト
ヤ
。」
と
な
り
ま
す
。

③
〜
ナ
＝
詠
嘆
の
終
助
詞
ナ

「
馬
鹿
だ
ナ
。」「
明
日
は
、
雨
降ふ

ん
ナ（
降
る
ぞ
）。」
の
よ
う

に
使
い
ま
す
。
①
と
と
も
に
用
い
て
、「
馬
鹿
だ
ナ
ヤ
。」
と
い

う
使
い
方
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

④
〜
チ
ャ
＝
念
を
押
す
意
味
の
終
助
詞
、
サ
の
音
転
　

「
あ
そ
ご
さ
、
あ
る
っ
チ
ャ（
あ
そ
こ
に
、
あ
る
よ
）。」
な
ど

と
用
い
ま
す
。
①
と
と
も
に
、「
そ
い
な
ご
ど
、
言
わ
ね
っ
チ
ャ

ヤ
。」仙台

地
方
で
は
サ
を
よ
く
使
い
ま
す
が
、
石
巻
地
方
で
サ
は

あ
ま
り
使
い
ま
せ
ん
。

⑤
〜
シ
ャ
＝
丁
寧
語
の
デ
ス
＋
ヤ
。
チ
ャ
を
丁
寧
に
言
う
形

「
お
客
さ
ん
が
言
っ
た
の
っ
シ
ャ
。」
な
ど
と
言
い
ま
す
。
さ

ら
に
②
の
ド
に
付
け
、「
座
っ
た
ド
ッ
シ
ャ
。」、
疑
問
文
で
用
い

て
、「
何
っ
シ
ャ
。」「
ど
ご
さ
行
ぐ
の
っ
シ
ャ
。」
な
ど
と
用
い

ま
す
。
①
と
と
も
に
、「
何
っ
シ
ャ
ヤ
。」

⑥
〜
オ
ン
＝
理
由
を
表
す
終
助
詞
モ
ノ
の
音
転

「
俺オ

ラ

、
言
わ
ね
オ
ン
。（
言
わ
な
い
も
の
）」
派
生
し
た
形
と
し

て
、「
言
わ
ね
ッ
ツ
オ
ン
。（
言
わ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
）」
な
ど

と
も
使
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
①
と
と
も
に
、「
言
わ
ね
オ
ン
ヤ
。」

⑦
〜
ガ
ラ
、
ッ
カ
ラ
＝
理
由
を
表
す
接
続
助
詞
カ
ラ
、
濁
音
化

し
て
ガ
ラ

「
止
め
だ
ガ
ラ（
止
め
た
よ
）。」「
も
う
止
め
ッ
カ
ラ（
止
め
ま

す
よ
）。」
①
と
と
も
に
、「
止
め
だ
ガ
ラ
ヤ
。」「
止
め
っ
カ
ラ
ヤ
。」

⑧
〜
デ
バ
、
テ
バ
＝
ト
イ
エ
バ
の
音
転
。
強
く
訴
え
る
意
味

「
ち
ゃ
ん
と
言
っ
た
っ
テ
バ
。」「
も
う
行
っ
た
デ
バ
。」
①
と

と
も
に
、「
言
わ
ね
デ
バ
ヤ
。」

⑨
〜
ワ
＝
詠
嘆
の
終
助
詞
ワ

下
降
形
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
、
関
西
方
言
と
も
共
通

「
も
う
食
わ
ね
ワ
。」
丁
寧
表
現
と
と
も
に
使
わ
れ
る
こ
と
も

多
く
、「
終
り
に
し
す
た
ワ
。（
し
ま
し
た
よ
）」「
も
う
止
め
す
ワ
。」

①
と
と
も
に
、「
止
め
す
た
ワ
ヤ
。」
さ
ら
に
、
疑
問
の
カ
と
と

も
に
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
も
う
終
わ
っ
た
の
す
カ
ワ
。」

⑩
〜
ケ
＝
感
慨
・
確
認
の
意
味
の
終
助
詞
。
語
源
は
詠
嘆
の
助

動
詞
ケ
リ

「
昔
あ
っ
た
ッ
ケ（
あ
っ
た
よ
）。」
と
、
感
慨
の
気
持
ち
を
表

し
ま
す
。
た
だ
し
、
ケ
の
部
分
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

っ
て
も
下
が
っ
て
も
、「
あ
っ
た
か
な
、
な
い
よ
ね
。」
の
意
味

と
な
り
ま
す
。
①
の
ヤ
と
と
も
に
、「
あ
っ
た
ッ
ケ
ヤ
ー
。」

⑪
〜
ツ
＝
ト
イ
ウ
、
の
音
転
　

「
あ
っ
た
ッ
ツ（
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
だ
ね
）。」
と
言
い
ま
す
。

⑩
の
ケ
と
と
も
に
使
う
と
、「
お
ば
ん
つ
あ
ん
と
し
て（
一
緒
に
）、

行
っ
た
ツ
ケ（
そ
う
で
す
ね
）。」
①
の
ヤ
、
⑥
オ
ン
と
一
緒
に
使

っ
て
、「
行
っ
た
ツ
オ
ン
ヤ
。」
と
い
う
表
現
も
あ
り
ま
す
。

（
②
・
⑦
・
⑧
の
、
濁
音
と
清
音
の
関
係
は
、
直
前
の
音
が
有
声
音
の

場
合
は
濁
音
と
な
り
、
無
声
音
の
場
合
は
清
音
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
語
中
・
語
尾
の
カ
・
タ
行
音
の
濁
音
化
の
法
則
と
同
じ
で
す
。

〜
石
巻
弁
〜

文
の
結
び
の
言
葉
【
第
一
回
】・
・
・
助
詞
を
中
心
に

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員
　
谷
川
　
正
明

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス

９

★
★
★
★
★

石
巻
市
立
牡
鹿
第
一
保
育
所
所
長
　
武
田
　
賢け
ん

童ど
う

そ
の
昔
、
あ
る
皇
帝
が
行
っ
た
有
名
な
実
験
が
あ
る
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

赤
ん
坊
が
、
誰
か
ら
も
教
え
ら
れ
ず
、
話
し
か
け
ら
れ
な

か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
実
験
で
す
。そ
の
部
屋
に
は
、

身
寄
り
の
な
い
あ
わ
れ
な
赤
ん
坊
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
育

て
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
全
部
集
め
ら
れ
、
至
れ
り
尽
く

せ
り
の
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
た
だ
ひ
と
つ
、
世
話
を

す
る
人
は
ひ
と
言
も
赤
ん
坊
に
話
し
か
け
て
は
い
け
な
い
き

ま
り
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
母
親
の
愛
情
を
表
す
抱
き
し
め

る
こ
と
、
可
愛
が
る
こ
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果

は
ど
う
な
っ
た
で
し
ょ
う
･
･
･
赤
ん
坊
は
み
ん
な
死
ん
だ

そ
う
で
す
。

人
間
は
、
愛
情
な
し
に
、
心
の
交
流
な
し
に
は
生
き
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
心
理
学
の
先
生
は
言
わ
れ
ま
す
。

人
に
一
つ
の
こ
と
を
伝
え
る
の
に
、７
パ
ー
セ
ン
ト
が
言
葉
。

３８
パ
ー
セ
ン
ト
が
声
。
５５
パ
ー
セ
ン
ト
が
顔
に
よ
る
の
だ
そ

う
で
す
。「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
い
う
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
実
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
体
ご
と
の
言
葉
」
・
「
体
ご
と
の
愛
情
」
の
重
み
を
、
今

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
強
く
感
じ
る
の
で
す
。

栄
養
の
あ
る
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
お
け
ば
、
子
ど
も
は
育

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
切
な
人
間
ら
し
い
人
間

の
心
を
育
て
る
た
め
に
は
愛
と
い
う
、
真
心
と
い
う
栄
養
を

食
べ
さ
せ
な
け
れ
ば
育
ち
は
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
自
分
の

暑
い
こ
と
を
忘
れ
て
子
の
緑
蔭

り
ょ
く
い
ん

と
な
り
、
自
分
の
寒
い
こ
と

を
忘
れ
て
子
を
寒
さ
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
切

な
る
親
心
が
、
人
間
ら
し
い
人
間
を
育
て
る
と
思
い
ま
す
。

「
た
だ
着
せ
れ
ば
良
い
、
た
だ
食
べ
さ
せ
れ
ば
良
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
を
着
せ
、
愛
を
食
べ
さ
せ
る
」

こ
と
が
大
事
と
思
い
ま
す
。


